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(The Origin of SpecIes)の中で，

を保持し，何らかの形で生き

る.Simpson (1953)は，このLiving F ossilの5類型区分を明文化している.

日本に来てExoticに感じることは，黄色く色づいたイチョウ (Ginkgobiloba)並木だと

いう@勿論このイチョウ bi10ね)も生きた化石である.静大浜松キャンパスにもイチョウ

るのは浜松キャンパス内に植樹されている生きた化石，ハ

ンカチノキ (Davidおおγ 民1， 2) とメタセコイア UVIetasequoiaglyptostroboides;図3)で

ある.本県でハンカチノキ (Davidiainvolucrata)の内果皮の産出報告したのは古川ほか (2005)で

あるが，この報告の産地以外にも掛川市の鮮新世から産出する(図ので報告する.

盟主静大浜松キャンパス内のハンカチノキ (Davidiainvolucrata). A，都立50掴記念として描樹されたもの‘

りなのはヲメインの幹が枯れた後生じた脇芽が成長もののため"自，Aにある右下の自く見えるプレ

ートを拡大したもの湖

2.生きた化石璽ハンカチノキ (Davidiai丹voluCI窃ta)とメタセコイア (Metasequoiaglyptostroboides) 

について

ハンカチノキ (Davidiainvolucrata) は，中国の四)11や雲南地方の高地に生育している落葉高木で，

1869年にダピッド神父により発見された.一属一種である.花は地味で目立たないが，白色の葱がハ

ンカチのように見え，揺れるとハトが飛び立つようにも見えるので別名ハトノキとも呼ばれる(堀川

美哉， 2006).神奈川県の第四紀更新世前期の地層から内果皮の化石がはじめて見つかった. 日本での
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絶滅は第四紀の初め頃と考えられている@旺

で初めて移植されたのはラ小石川植物園という@

ハンカチノキ CDavidiainvolucrata)の木の果

実の大きさは3cm程度で、 その中に 3~5 舗の

内果皮(賢果)が入っている。内果皮には深い

縦溝がある.

メタセコイア (Metasequoiaglyptostroboides) 

は，三木茂博士が復元した化石から，セコイア

(Sequoia sempervirens)やヌマスギ(Taxodium

distichum) とは異なる特徴を持つことに

づき 1941年別の種であるとしてメタセコイア

(Metasequoia glyptostroboides) と名づけ

(検井 尊， 1994).葉や球果鱗片がセコイア

(Sequoia sempervirens) とは異なり対生であ

る@校も対生@秋に葉が紅葉すると短枝ごと

下する(校と葉の間に離層がないためλ別名

は，アケボノスギ.命名者は昭和天皇陛下で，

その謂れは日

植えられたからという e 現在では多く

どに植えられており予紅葉が美しい@成長は速

い. 1945年中国四J11の山奥で生育が発見され

た.日本での絶滅は，第四紀の初め頃と考えら

れている.

3陸掛JlI市内の化石産出地と地質概路

(1 )飛鳥(国ヰ①):金谷池の東側にあり，掛JI

関

日

た薄い層中に稀に産出する.周りの天王シルト質砂層中には

部は大日砂層である@ハンカチノキ (Davidiainvolucra臼)の

glyptostroboides)の球果鱗片が産出し1'- • 

シルト 中 を伴っ

とん し

とメタセコイ

(2)上屋敷(欝ヰ②):大池の南側で立予掛川バイパスの南側の天王シルト 中 に混じ

って多産した.現在は区画整理で住宅街となっている りラ産出当時の面影は全

くない.ハンカチノキ (Davidiainvolucrata)の内果皮が産出し~令

(3)小指(国ヰ③):掛)11バイパスの南側で，天王シルト質砂層中に材化石と共に薄い層中にまばら

出した.周りの地層からは貝化芯がわずかに見られた@現在は宅地造成され住宅街となっており

採取は不可能で、ある.ハンカチノキ (Davidiainvolucrata)の内果皮が産出し 1'- • 

(ヰ)下俣(図ヰ⑧):掛J11インターと静岡スタジアムECOPA(小笠山総合運動公国)を結ぶ道路沿い
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98号

に散見される.

と 札材化石ととも

の球果鱗片が産出した.

とメタセコイア (Metasequoiaglyptostroboides)の化石の産出
①，飛鳥②，よ麗敷鋼③，小市"③，下保提⑤，杉谷m

など細切れで複雑に入り組んで、いる.化

る.メタセコイア (Metasequoi.丘glyptostroboides)

(5)杉谷(図ヰ⑤):東名高速道路掛}[Iインター東側かつ本線の北側舗道付近で，大日累層上部土方

の薄い材化石層中に稀に産出した.国りの地層からは貝化芯がわずかに見られる程度である.こ

こも現在は住宅が建っており採集は不可能で、ある.ハンカチノキ (Davidiainvolucrata)の内果皮が産

出した.

なお，掛}[I層群の地層については 9 横山ほか (2000)，吉川ほか (2005) を参考にした.

4.産出した化石

(1 )ハンカチノ involucrata)の内果皮:飛鳥，上屋敷，小市，杉谷.いずれも圧縮さ

れ平たくなっているが，縦溝ははっきりしている(函5B-E). 

(2)メタセコイア (Metasequoiaglyptostroboides)の球果鱗片:飛鳥，下俣.下俣では細かな材

とともに産出する.軸のみのものも多く長距離を移動したことが推定される(函5A，F). 
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国5.ハンカチ/キ (Davidia 諮問霞)とメ-9セコイア裕子)の

5鐙意義と利鶏につい

今回は，ハンカチノキ(Davidiainvolucrata)の内果皮とメタセコイア(Metasequoiaglyptostroboides) 

の球果鱗片の産出報告であるが，杉谷からはこの他にオオバタグルミ (]uglansmegacinerea)の

果も産出した.現在ハンカチノキ (Davidiainvolucrata) は，中国の四Jl Iや雲南地方の標高 1000m~

2000mの高冷地のみに生育している.京都けい園芸企画舎が運営するサイト「植物の育て方図鑑J

(http://yasashi.info/ha_00017 g.htm)によると，多少冷涼な気候を好み，苗木は暑さに弱いという@

メタセコイア (Metasequoiaglyptostroboides)は，温暖で湿潤な気候を好むという@飛鳥で

とも産出した@杉谷からはオオパタグルミ (]uglans meg・丘)も共産したことや植物相

の変遷 (木田， 1998)など考え合わせると，第四紀の氷河期と開氷期の繰り返しのなかで，かろうじて

寒冷化に耐え生き延びてきたがついに力尽きは絶滅してしまったのではないかと推定される@そのた

め，天王シルト質砂層や土方累層からハンカチノキ (Davidiainvolucrata)の内果皮とメタセコイア

(Metasequoia glyptostroboides)の球果鱗片の産出があったもの不思議ではない@植物相の変還を紐

解く上でもこれらの化石は貴重な資料となる.

ある方が，公悶などに呂本に生育していないメタセコイア (Metasequoiaglyptostroboides) を植

樹するのはいかがなものかと疑問を投げかけたことを思い出した@しかし化芯からラ嘗て日本にもメ
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タセコイア (Metasequoiaglyptostroboides)が生育していたことが今回の化石から証明できるよい機

会となった.現世だけを見ればメタセコイア (Metasequoiaglyptostroboides)は異様に映るかもし

れないが，過去を振り返るならばメタセコイア (Metasequoiaglyptostroboides)は日本の植生を構

成していた樹種のひとつであった.太古の植生や気候変動の証として見るならば，自くじらをたてる

ほどのことではないと思われる.ハンカチノキ (Davidi.丘involucrata)は園芸庖などで見かけるように

なった.メタセコイア (Metasequoiaglyptostroboides)ほどは大きくならないし，見た目が美しい

ので物議を巻き起こさないのかも知れないが，生きた化石として見守っていきたいものである.Global 

Vlarmingが叫ばれている現在， Ice ageにより絶滅してしまったDavidiaII日TolucrateとMetasequoia

glyptostroboidesの生きた化石2種は，人類による地球改造をどうとらえるのだろうか.
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から産出した大型植


